『太陽と月の結婚　意識の統合を求めて』　
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心身の相関、意識と無意識の統合というテーマを実地に検証すべく、アマゾンの奥地からアフリカに至るまで辺境を旅した画期的フィールドワークを軽妙な筆致でエッセー風に描く。
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ハーヴァード大学医学校卒。医学研究者、臨床医、アリゾナ大学医学学校社会医学部副部長。代替医学・民族精神薬理学・心身相関・自然治癒の実践的研究での世界的な権威。著書に『人はなぜ治るのか』（日本教文社）、『癒す力、治る力』（角川書店）、『ワイル博士のナチュラル・メディスン』（春秋社）他がある。合衆国議会「がんの代替療法研究委員会」の評議員でもあり、医学研究と治療分野での功績により、「ノーマン・E・ジンバーグ賞」を受賞。
神はふたつの大きな光をつくり（星をつくり）、大きい光に昼をつかさどらせ、小さい光に夜をつかさどらせた。…旧約聖書 創世記　　第１章 第16節
考えていただきたい。……あるたぐいまれな偶然によって、地球にいるわれわれには、天空に浮かぶ太陽と月が同じ大きさに見える。太陽はその巨大な直径を地球からの遼遠たる距離で正確に補い、月と同じ大きさの姿を見せる。もしこの関係がなければ、皆既日食は起こらない。人間の意識は、昼をつかさどる光と夜をつかさどる光が等しい、ただひとつの惑星のうえで進化してきたのだ。
P295~19　太陽と月の結婚
　　　　　　　　　　　　　　　　変性意識輪序説

　意識について書く人の多くは、体験した人には非常になまなましい特定の意識状態も、それを客観的に記述、あるいは記録することはむずかしいと指摘している。その結果、いわゆる変性意識状態の直接的・体験的な知識と、その理論的な理解とのあいだに大きな食い違いができる。しかも、われわれほその種の体験を気軽に語りにくい雰囲気の文化に属しているため、その体験的な知識さえなかなか伝わっていかない。

　本題に入る前に、変性意識状態に関しては百の理論よりも体験のほうに本質的な価値があると考えるわたしの立場を明らかにしておきたい。理論が変性意識状態を有効に活用するのに役立つというなら話は別だが。
　かつてわたしは、主として個人的な体験にもとづき、副次的に客観的な実験および観察にもとづいた＊、変性意識状態に関する包括的な学説を発表した（「経験＝エクスペリエソス」と「実験＝エクスペリメソト」が同じ語源から派生していることは記憶しておいていい）。その学説の要旨はつぎのとおりである。＊アソドルー・ワイル著『ナチュラル・マインド』
●人間には生まれつき通常の意識とは別の意識モードを体験したいという衝動がある。ごく小さなころから、子供たちほ意識を変える技法の実験をする。

●そのような経験ほ正常なものである。人はすべて、その意識を持続させるかどうかはともかく、別の意識モードにとどまることに長い時間を費やしている。

●変性意識状態は通常の意識と連続的なスペクトルを形成している。たとえば、映画を観る（浅い集中）こととトランス状態になる（深い集中）こととに質的な差はない。

●薬物のような特定の外部の引金が変性意識状態を誘発することはあるが、引金そのものがそれを起こすわけではない。変性意識状態は純粋にこころの内部にある何らかの力の相互作用から生じる。外部の引金は人間に一定の体験をさせうるが、その体験は引金なしでもすることができる。したがって、薬物に誘発された意識状態は、本質的に詠唱や瞑想に誘発された状態と同じものである。

●意図的に変性意識状態に入る方法を身につけることは有益である。なぜなら、そのような体験をすることは、神経系をフルに活用し、未開発な潜在能力に気づき、通常の意識をよりよく働かせるための、入口に立つということだからである。
太陽の意識と月の意識
　もし天空で起こっているドラマを見る気になれば、皆既日食の通り道にいる人々は意識の劇的な変化が体験できる。前章で述べたように、驚くほど多くの人が日食に遭遇しながらそれを恐れて見ようとしない。原始社会では、日食や月食は何らかの意味で不吉なものとされている。文明社会でも、同様な考えかたが、盲目になるといういわれなき恐れとしてあらわれている。その恐れを克服して日食を直接見る人は、時間感覚が変化し、外界の雑事から遠ざかり、超然とした夢のような体験をする。皆既日食が終わった直後、見ていた人の多くは多幸感を報告し合い、その後何時間も気分が高揚し、活力に陰れている人も少なくない。

　日食はなぜ人をハイにさせるのか？　コロナの妖しい光が日常の知覚の枠組みを揺り動かし、われわれにそれまでとは違った現実との関係を垣間見させてくれるのだろうか。地球と月と太陽が正確に直列することが、われわれの脳の働きに何か特別な作用をおよぼすのだろうか。どう説明しても、すべて当て推量にすぎないと思われる。日食の意識におよぼす影響については何の研究もなされていない。事実、変性意識に関する論文で、日食もそれにいたる方法のひとつだということに気づいているものは見たことがないのである。

　日食体験をしたわたしから見て最も興味深いのは、洋の東西を問わず、秘教的な伝統がこころの潜在力を示すときに太陽と月の近接というイメージを使っているということだ。たとえばヨーロッパの錬金術では、仕事の完成を象徴するのに「太陽と月の結婚」というイメージが使われる。そのふたつの天体と同じ原理をあらわす金属である金と銀の化合というイメージも使われている。秘教的な錬金術は物質の元素を変形させる術であったばかりではなく、それ以上に、最終的には黄金の悟りの境地へと導く、自己啓発のための暗号化された教えであったのだ。ヨーガの教則では、体内をめぐる電気的（太陽）および磁気的（月）な神経エネルギーの流れがあるとされ、両者の調和と混合の必要性が説かれている。こうした考えかたはすべて、天空に浮かぶ太陽と月の関係に象徴されるふたつの異なった側面が、こころのなかにも存在するということを示している。のみならず、ハイな状態の基盤になっているのは、こころの太陽的な働きと月的な働きとのあいだで行なわれるエネルギーの交流であることをも、はっきりと示唆している。

　人間のこころについて考える人のほとんどが、その基本的なふたつの働きに気づき、対立し相補い合うこころのふたつの働きにさまざまな心理現象を当てはめている。そのふたつの働きに冠せられた名称はいろいろだが、描かれたそれぞれの性状には驚くほどの一貫性がある。つまり、通常の意識状態で最も活発になり、現実と接触する主要手段に知性を用い、言語シソボルをあやつり、しばしば男性原理、右回り（象徴的な意味で）、昼と関連づけられるこころの働きと、それとは対照的・相補的な女性原理、左回り、夜の意識、夢、直観、非言語的な伝達と関連づけられるこころの働きである。
　人間の意識にあるそのふたつの働きに対して、偏りのない呼称を見つけるのはむずかしい。既成のどんな名称を使っても、いずれ特定の学派の用語になってしまうからだ。わたしも前章までは「意識」「無意識」という用語を使ってきたが、この用語には精神分析学派特有の意味があり、そのモデルで変性意識状態を理解しょうとしてもうまくいかない。しかも、「無意識」という言葉は、こころの夜の側面をあらわすのにはふさわしいと思えない。タロット・カードのシンボリズムでは、活動的な立ち姿の男性魔術師によって昼の意識をあらわしている。彼の色は黄色とされている。一夜の意識をあらわすのは、受容的な姿勢で座っている青いロープを着た処女の聖職者である。このシンボルはこころのふたつの働きの性質と潜在力をよくあらわしているが、タロットというさらに大きなシンボルの一部でしかなべ、ここではこれ以上深追いしない。

　おそらく、すべての人にとって最も偏りのないシンボルは、この宇宙に実在する二元性の代表的存在である太陽と月ということになるだろう。誰もがそれを知っているし、多くの思想家たちが、人間の意識にある男性原理と女性原理をそのふたつの天体であらわすのが適当だと考えているからだ。とくに、月はこころの夜の側面をよくあらわしている。タロット・カードの女性聖職者は、さまざまな文化で天からの使者と考えられている、月の処女神その人なのである。

　そこでわたしは、人間のこころのふたつの働きを「太陽の意識」「月の意識」という言葉であらわすことを提案したい。太陽や月と精神現象との因果関係を強調するわけではないが、ふたつの天体の特性と、意識のふたつの相の特性とのあいだに強い相関関係があることは確実だと思われる。とくに、地平線上に出ているあいだは他のすべての光源を圧倒する太陽固有の性質と、周期的に満ち欠けをくり返す月固有の性質に注目したい。太陽と月は言葉の真の意味でこころを象徴している。すなわち、太陽と月は意識の二元性を単に代表するだけではなく、天空でも実際に、同じ二元性をほっきりと表現している。そこが大事なところだ。ともあれ、現に太陽と月は皆既日食のときひとつに重なって、人間のこころをハイにしているのである。

　変性意識状態が太陽の意識と月の意識とのあいだで行なわれる何らかのエネルギー交流から生まれるとしたら、通常の意識とはどういう状態なのだろうか。通常の意識は昼の時間にたとえられる。空には太陽が輝き、月は見えない。文明社会に住む人の多くは月を見る機会が少ない。ビルディソグと人工照明で夜空が見えにくい都会に住み、月が天空を横切って行くあいだは室内にいるか眠っているかである。譬喩的にいえは、文明人はおのれの内なる月の力にもあまり気がついていない。月の意識を無意識と結びつける傾向は、通常の太陽の意識にくらべて、いかにわれわれがそれを無視しているかの証拠だといってもいいだろう。

　通常の意識を変えるためには、おそらく、つぎのふたつの方法が考えられる。
太陽の意識の強度を弱めるか一点に集中させるものなら何であれ、月の意識を自覚し、それと相互作用することができるようになる。
あるいは､月の意識を強めるようなものなら何であれ､太陽の意識と均衡し､それと相互作用することができるようになる｡

変性意識状態に到達するためのさまざまな方法は、そのふたつのいずれかだと考えられる。

訳者あとがき
P318～実験精神に富むシャーマン（今日的に見れは科学者と宗教家を兼ねているような存在だったと思われます）だっていたはずです。少なくとも、人々のあいだにそういう存在を理想とする精神があったと考えることは不可能ではありません。神農（古代中国の伝承に登場する三皇五帝の一人。諸人に医療と農耕の術を教えたという。中国では“神農大帝”と尊称されていて、医薬と農業を司る神とされている。）とは当時の人々のそんな理想がつくりあげた、まぼろしの帝王だったのではないでしょうか。そうでなければ、「一日に七〇回も中毒した」などという逸話が神話のなかに残っていることの解釈がつきません。薬も食物も、いま私たちが安全だと信じて平気で口に入れているのは、すべて先人たちが「中毒」しながら命がけで実験してくれたおかげなのです。

　閑話休題。察しのいい読者は早くもワイル博士と神農のイメージがだぶる理由を推察されたことでしょう。そうです。彼にはネズミやウサギや患者を実験台にするよりも、みずからのからだを使って実験することを選ぶ医人というイメージがあるのです。といっても、決して犠牲的精神で十字架を背負う殉教者タイプではなく、「泣くことより笑うことで健康や悟りに近づきたい」という明朗な人柄です。ともあれ、現代では珍しいタイプの医師、というより、やはり医人というべきでしょうか。なぜこんな人が現代のアメリカに生まれたのかを知る参考までに、私がご本人の口から聞きおよんだ博士の学問的経歴を簡単にご紹介しましょう（詳細は旺文社「オムニ」誌一九八五年二月号にインタビュー掲載）。博士はハーハード大学の五つの学部で学んでいます。順番でいうと言語学・心理学・生物学・薬理学・医学です。一賞しているのは子供のころから強い関心があった、こころとからだの不思議な結びつきの謎を解きたいということだったそうです。医学校を卒業するとサンフランシスコの病院でインターンを終え、国立衛生研究所の研究員になりました。そこで二重盲検法をつかった画期的なマリファナ研究によって医学博士となり、「ドラッグと意識に対するあたらしい見方」をテーマにした『ナチュラル・マインド』を発表し、それが一躍ベストセラー入りして、世のマリファナに対する偏見を一蹴することになったわけです。あとは読者の多くがご存じのとおりです。現在はアリゾナ大学で「オルタナティブ医学（代替医学）」を講じながらジェネラル・ドクターとして診療にあたり、薬害問題や麻薬問題に関する政府機関のアドバイザーとして、また、あたらしい医学理論の提唱者として、アメリカでも最も著名な医師のひとりに数えられています。

　ワイル博士は＜体験＞する科学者です。机に向かって思考し、研究室で実験するだけで事足れりとせず、果敢にフィールドに出て行って冒険し、一日に何度も＜中毒＞して人間経験の幅を極限までひろげることのなかから真実を発見しようと試みるタイプの研究者なのです。したがって、知識人としては甚だ不名誉な失敗にまみれることもあります。イェージによる最悪の「ハッド・トリップ」やユリ・ゲラーにつきまとって一喜一憂する「馬鹿正直さ加減」は、およそ権威ある大学に身を置く著名な学者のやることではありません。万が一そんな体験をしても、それを読者と分かち合おうとはせず、知らん顔を決めこむのがふつうです。しかし、彼はその失敗も貴重な経験として研究の基盤づくりに役立つことをちゃんと知っている人なのです。おそらく辛いチリを見たら挑戦せずにはいられない、図鑑に「毒」とあるキノコを試食せずにはいられない彼の、いかにも「アメリカの息子」らしい進取の気性に富んだ資質がそういう研究方法をとらせているのでしょうが、それと同時に、彼の研究対象そのものが＜体験＞を要求しているということもいえましょう。ご本人が「変性意識状態に関しては百の理論よりも体験のほうに本質的な価値がある」と書いているとおりです。良かれ悪しかれ「生涯忘れ得ぬ」ほどの強烈な＜体験＞なしには、人間の変性意識状態の研究などできるはずもありません。それは人間の可能性の研究、潜在能力の研究であって、＜体験＞なしには研究の動機や必然性すら生まれないでしょう。なぜなら、人はそうした＜体験＞を通じてしか、ふだんとは別のリアリティーがあることを知り得ないからです。別のリアリティーに目覚めるからこそ、人はその体験を強烈だと感じるのだともいえます。…
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内　以上皆みな様からの学びです。

ありがとうございます。2012.6.2
